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酸性菌の脱色状態 と全 く同一なる事実 を明かにしたのである｡ 然 らば表面活性斉は 除色に際 して如何

なる作用をなしチたか './(1)酸 と共存 しなければ十分な結核菌除色髄 を麗揮 しない事, (2)非抗酸性菌に

於ては表面活性剤の存否はその脱色に何等影響 を輿-ない事 , (3｣2つの異系列の活性制で略 々同様の

効果 を得た事, (4)活性斉fJ使用に より一旦脱色された結核菌 を再染色すれば固抗酸性が証明される事 ,

此等の事実 より今回の実験に於ける結核菌脱色時の 活性剤の作用は革に酸 を菌体円に導入する綬割を

演 じたに過ぎない と考- られ るのである｡そこで我々は結核貰抗酸性の本態は,常体円被艶物数の問題

は暫 く措 き,薗体内に存する ｢1)ボイ ド｣に由来する結核菌の疎水性によって脱色.罫Jたる酸の菌体円浸

潤阻止 と云ふ物理学的磯序に求められ るもの と考察する｡ 斯る結核菌の疎水性 と本菌の染色磯序 とが

矛盾 しない事は緒言に於て既述せる所である｡ 尚2-3時間培養非抗酸性菌が可な りの難脱色性 を有 し
3)

ている事は欧に′ト稔が結核菌の抗酒精性 を詳細検討 した際発表 した処であるが ,斯 る培養時間の菌はそ

の核酸含量が 多 (廃 ってそれ と結合する色素の量が 多いために難除色性 (抗酸性) を示す もの と思わ

れ ,従って斯か る非抗酸性菌の抗酸性は昌ら結核菌の抗酸性 と其の本態 を異にするものであると考- ら

れ る｡即ち斯かる2-3時間培養非抗酸性菌は抗酸性ではあるが結核菌が通常の色素で染 りに くやに反

し非常 に染ま りやすい換言すれば斯 る菌は結核菌 と同様に酸で脱色しないが後染色をすると,その後染

色の色素 をよく取 ると云ふ点が結核菌 と異 る特 徴である｡ 勿論斯 る発育相に相当する結核菌が存在す

る事は実験によって明かである｡

結 論

(1)表面活性剤 と酸 との共存下では結核菌は速かに醍色され ,非抗曙性菌 と同程度の耽色性 を示すo

(2)非抗酸性菌に於ては表面活性剤の存合はその脱色性に殆んど影響 を輿へない｡ 一

(3)表面活性劉白体には著明な脱色隈 を認 めない.

(4)従って結核菌抗酸性の本態は本菌の 疎水性によ り菌体内に酸が浸潤 Lがたい と云ふ 物理学的糠床

にあるもの と考-るo
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肺 結 核 に対 す る｢パ ス｣静 麻 内 注 射 成 績

内 藤 益

徳 ' 島 撃

｢ストマイ｣に続いて現れた ｢パス｣の内服療決は, ｢スtマイ｣に相当劣りはするが確かに効く,但食慾ネ‥板が

何としても大なる欠点である｡ロンドンのナグレー及ロソデの 1日貴20瓦使った ｢データ｣は非常:Iて止しいが,違惑

な事に食慾不振が強くて体重が増加してゐないのである｡其処で ｢パ女｣を注射して見たらと云ふのは素人でも思ひ

甘く事である｡処が外国の文献にも余り此の問題がとりあげられて居ない｡排鞭が違いから注射は不利だとする考へ

もあったのだろうか,共よりも副作用が重視くて駄Flだといふ事になって居る｡尤も【F]には無至艶に強石~してゐる人もあ

って,女イスの文献i/T､等張に近い4%液L/{して500ccを数時間点滴静注-Lてやつと侠-ると~言って屠るD排泡が速く

て不利だろうと云ふ考-は私共も初鋸ま持って居たのであるが,此処ここ私共の頭を切替えろ動磯が起ったo
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共は私共の研究室の志保 田の莫絵である｡志保 E日は牝学治療剤を注射 した家兎の血清の抗締核嘗力を試臓管内で測

定す る方法の工夫に成功 したのであるが,其の衛兵 として ｢ス トマイ｣と ｢パス｣ とを各 々体重 !庇当0･1瓦辞任 し

た場 合,血液 中の抗菌力の滑失する時間やぎ各 々等 しい と云ふ思ひがけ83･｣デ ータ｣を得 たのであるO-方此の問題は

よく考へて見ると,よしんば内服に比 して排港が速 く共其文 は一時的には血液 中で高濃度i/{達 し得 るわけであるo又

｢ス tマイ｣の使用法の最近の傾 向か ら見ても,四六 ,時暗 中血中濃度を或稜度保って居なければな らない と云った

もので もな さそ うである｡ まあ大体斬殺な処か ら ｢パス｣静.EF_は必ず しも内服に比べて不利ではなか ろ うと考-た訳

である｡処で外国紙に4%500ccを数時間か つゝて点滴注射す ると云ふのでは等用的 とは云-ない｡ 其処で内心はひ

やひや しなが らも.少 し宛浜度を増 して静江を試みて行った処,10%40ccな ら1回IJ{注射 して長い と確信を抱 くほ到

ったのである○

私共の縫酸は20例 ,何れ も虚脱療法不能或は不適の,中等症以上の慢性肺辞核患者であ り,其内勤例 に於 ては腸結

核を併発 して居るものであるO 初 めは色 々の量をやって見たが現在では10%液 ,80ccを 1日3回,時に人 によって

2回静江 して居 るo外囲では勿論の革我国でも斯凍な大量殺輿 と連続 した報償は見当 らない駿で,一席今後の大方の

御追試の御参考になるか も知れない と恩丘､O

僅か20例の症例 を表!/{まとめるの も一寸おか しな位であるが,ざっとした僻臥 封のつも りで一膳まとめて見たのが

第 1表である｡

第 1 表

｢パ ス｣ 辞 任 成 綬

､好 捲 不 変 増 悪 不披

- 著明毎 度 初より重畳 初より重畳 軽度 著明

凝 熟 7 2.i 3 也 0.0
食 慾 3 6 4 6i 00
休 ま 2 4 3 9 00 2

嫁 噺 0 6 8 6 000
【客 疾 量 1 6 3 10 0 0 0

疲 rP蘭 量 3 2 4_壬生 1 0 _0
X 線 像 0 3 0 13 1.･0 3

治療 日数は巌塩10日最長45日であるか ら,数ヶ月間遵放 し

た内服の場合 と比べるのは当を得 て唐ない と考- るO寧ろ投

輿 日数か ら云ふ と ｢ス トマイ｣使用の御#.験 と頭に浮べて見

て頂 く方が許供に過当か と息ふ0

年削 て 其 の 効 果が 目に付 くのは発効 と,恐 らく腸帝核 に起凶
●

す る か と 思 は れ た 慢性下痢 に対 してである｡此革は ｢ス 1･マ

イ ｣ 使 用 の 方 々 の 既 L･r't御経験の革であるが,之ヨこの成韓か ら

｢ス トマイ｣ の場合と優劣を はっきりさせ る事は 幽艶であ

る｡私共が自分,で使って見た感 じで 申せば,大体 ｢パス｣の

注射は其れと近似の畳の内服と比較 して隔段L/{著名な'言換

えれば急速な効果を現し,｢スtマイ｣1日量1･0瓦l/{柏 し劣

るかと思はれる成績である｡だから｢スtマイ｣lJ7PL耐性を暮

た症例で発熱や下痢を早急IJ{処置したい湯合,試みるべ き最

長 の手段ではないかと思はれるのである｡
次は食慾の閉鹿である｡ ｢パス｣の内服で食慾の落ちた馬に.注射に切替えた症例が11例あるが,その内1イ則･ま粕不

変で10例迄が食慾が回復して尉る (節 2表)0
第 2`衰 そもそも注射療法を工夫した発端が此点にある訳で,之丈からでも注射を企図 し

内 服 に 比 較 し た 注射時食慾 た事が無意義でなかったと思ふのであるO其れは別として,肺縛核患者の食慾不振

が ｢パス｣注射e/{よって好蒋する場合が相当にあるO ｢ストマイ｣使用の場合を考
-れば当銀過ぎる位当然であるが,内服の場合は之が葉品の局所作用で打滑されて
居た訳である｡体重,赤沈,Ⅹ線像は変って居ない方が多い枚である｡之は=投輿期

間が短い属であると思ふO殊にⅩ線像の好帝は,私共｢スtマイ｣や内服｢パス｣の経鹿でも相当長 期間を要するも
ので,一ケ月＼足らずの治療で好韓した者は寧ろ自然に放置して居ても好韓すべき性質のものであったかも知れないと
恩はれる位であるO之等の項 目に戯ては今親祭して行く探りである.

･最後に,嫁噺,味疾量及啄疾中歯畳の問題であるか'何分之も強療期間が知いので非常に優秀なる成績とは云-忠
いO 赦 し私共の手がけた手どた-から云ふと,かなり高く許償したい気がするのである｡例-ば,従妹どうしても
｢ガフキ-｣陰性とならなかった症例が ｢パス｣の注射で陰性が放く枚L/TJLつた処が之を止めた処,その内に再び陽
性に出る株になった症例が2例あるO食慾,甫量,Ⅹ線l,{於て各々 1例慈化が見られるのであるが,之は死亡前二ケ
月の末期に特壬こ使った患者 1人の属である｡

次の間題は副作用であるO大体副作用として峯げろべき症状は,鋭痛,めまひ,耳鳴,悠心で,多くは牲射中正現
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れ るo 之 に戯ては私共かな り背労 して殊たのであるが,之には三つの因子を大別 して考へ るべ きであると思ふ｡いつ

には之は可成 り少数ではあるが,偶人的:7:｢パス｣に敏感な人がある枚で,こういふ人には現布得 られる故 もJも質の

製剤を以て しても多少の副作用が現れるのである｡今一つをま製剤の間勉で,私共の経験だげで 申せば,液 として ｢ ,･

ンプル｣ に入れたIj5-も着色 して倍なければ便 FFH/--耐えるのであるが ,共で も粉末 と.して ｢アンプル｣'か ｢ケアイー,･

7L,｣こて入れたものを刷 て臨んで蒸溜水で輝か したものの方が長い錠 L,{思はれ るo

私共の経 翰は山東たての ｢サ ンプ 7L/｣を依ったので,あたか も戒元-行って利･約-を して駅る綴 なものであるか ら,

禍塞打.虜 に出た場合の経 年変牝を考- ると,や は りなる丈乾燥 した粉末を比和 tば空気を置換えて ｢シュ リーセン｣

することを希望するものである.第 3の杓子は注射の速度であるが,なるだけゆっ くり,少 く共10分はかけるのが適

当と思 はれ るOそ うでない と副作用起 り勝 ちである｡

｢,,'ス｣血中濃度に対する ｢ベネミヅド｣の影響

志 t泉 田 明

徳 島 著

｢ス トレプ tマイシン｣に続い て現れた椅核牝学療法剤 ｢パラア ミィサ 1)チ 7L,酸｣は,大貴授輿せねばな らない 点

に於て色 々な不都合が感ぜ られる｡ 千手々 は ｢パス｣内服時の主な副作用であるところの 食慾不振を避けると同時に

使用 した ｢パスJの景を より能率的に利用 したい との構想の下に ｢パス｣の一群泳内注射を企図 し,初期の 目的を津成

した ことは本年報の他の論文で述べた通 りであるが ,更に同株の 目的e/{向って,｢パス｣投輿に ｢べネ ミツ ド｣ (川

辺)を併用 した研究成績と/{裁て述べるo

｢べネ ミツ ド｣は 〔p･D-n-Propylsulfauylbenjoicacid〕 といふ化学-47であって'三三旦_旦の BogerPiLtsは不を縫rl

摸輿することL/TLよって ｢パス｣投輿時の血中濃度を高めるといふ ことを牝学的定量によって証明 してゐるのであるo

以下は私の研三先の中間部薯である｡

第 1珊 PAS4g 内服

fienelTlid2gltl前処 置

第 2Ⅶ PA S4g 内服

Benernid2gm 持てi処置

て笈
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第 1聞及節 2図は ｢べネ ミツ F｣2gm 頓用 30分後 ｢パス｣4gm 内服 し,その後のパスの血梁濃度を 30分,1時間

2時間,4時flrTl,6時間,6時間後迄催学的に定費 した成績である0第_3問及箪 4附は ｢ベネ ミッ ト｣2gm頓用,やは り

30分後に ｢パス｣4glllを覇豚内注射 した場合の成績である


